
天草高校同窓会中京支部会報誌 第28号 2023年（令和5年）12月25日発行

1

飛 翔

4年ぶり４0周年記念総会開催

天草高校同窓会で一番古い歴史を誇る「天草高校同窓会中京支部(中京図南会）」会報誌

発行：天草高校同窓会中京支部(中京図南会）事務局 発行人：福田和幸
ホームページ：amachu.iinaa.net メール：amatakachubu@gmail.com

４
年
ぶ
り
総
会
・
懇
親
会
開
催

3
年
近
く
に
及
ん
だ
新
型
コ
ロ
ナ

も
5
月
に
5
類
に
変
わ
り
ま
し
た

の
で
、
６
月
18
日
（
日
）
11:

00
～

ル
ブ
ラ
王
山
で
天
草
高
校
同
窓
会

中
京
支
部
の
令
和
５
年
度
総
会
・

懇
親
会
が
、
コ
ロ
ナ
期
間
中
に
迎

え
た
中
京
支
部
40
周
年
を
皆
さ
ん

で
一
緒
に
お
祝
い
し
よ
う
と
総
会

実
施
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
織
し
て

企
画
さ
れ
、
「
創
立
40
周
年
記
念

大
会
」
と
銘
打
っ
て
、
ボ
ニ
ー
ジ
ャ
ッ

ク
ス
リ
ー
ダ
ー
で
、
同
窓
生
の

「
玉
田
元
康
さ
ん
」(

高
5
）
を
お

迎
え
し
て
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
全
国
か
ら
の
来
賓
の

皆
様
が
10
名
、
会
員
の
皆
様
が
30

名
の
合
計
40
名
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
総
会
1
か
月
前
の
段
階
で
、

10
名
弱
の
参
加
申
込
で
し
た
が
、

役
員
の
皆
様
に
、
会
員
の
皆
様
に

ご
連
絡
を
と
っ
て
い
た
だ
き
、
最

終
的
に
30
名
の
皆
様
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
い
た
だ
い

た
皆
様
か
ら
、
「
と
て
も
楽
し
か
っ

た
。
来
年
も
参
加
し
た
い
」
「
参

加
し
て
良
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想

を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
来
賓

の
皆
様
を
初
め
、
中
京
支
部
を
応

援
し
よ
う
と
全
国
か
ら
参
加
い
た

だ
い
た
皆
様
、
参
加
者
を
増
や
す

の
に
、
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
役
員

の
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。



創
立
四
十
周
年
の
記
念
大
会
が
無

事
に
終
わ
り
ま
し
た
。

ボ
ニ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
ス
リ
ー
ダ
ー
の
玉

田
元
康
様
（
高
五
）
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
東
京
か
ら
熊
本
コ
ン
サ
ー
ト

へ
の
移
動
途
中
の
名
古
屋
で
途
中
下

車
さ
れ
、
記
念
大
会
に
ゲ
ス
ト
出
演

し
て
頂
き
ま
し
た
。
み
ん
な
で
童
謡

や
校
歌
を
歌
っ
た
イ
ベ
ン
ト
は
素
晴

ら
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
長
時

間
の
楽
曲
、
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

関
東
か
ら
は
、
星
野
悦
子
さ
ん
（
高

十
八
）
、
江
頭
眞
喜
子
さ
ん
（
高
二

十
八
）
、
関
西
か
ら
は
池
野
光
治
さ

ん
（
高
十
七
）
が
参
加
さ
れ
、
花
を

添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
重
ね
て

感
謝
い
た
し
ま
す
。

同
窓
会
本
部
か
ら
は
、
安
田
公
寛
会

長
（
高
二
十
）
が
拠
無
い
事
情
の
為
、

本
渡
商
工
会
議
所
会
頭
の
池
田
正
三

郎
副
会
長
（
高
二
十
一
）
の
御
挨
拶

を
頂
き
ま
し
た
。
天
草
高
校
か
ら
は
、

中
川
正
利
校

長
（
済
々
黌

高
校
出
身
）

が
倉
岳
校
の

「
マ
リ
ン
フ
ェ
ス
タ
」
に
出
席
の
為
、

古
閑
博
昭
教
頭
か
ら
の
御
挨
拶
を
頂

き
ま
し
た
。
お
二
人
と
も
高
校
の
行

事
や
Ｓ
Ｓ
Ｈ
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
発

展
に
つ
い
て
、
深
く
掘
り
下
げ
て
説

明
を
頂
き
ま
し
た
、

ま
た
、
関
東
か
ら
山
中
麗
子
会
長

（
高
二
十
一
）
、
関
西
か
ら
本
島
昭

夫
副
会
長
（
高
十
五
）
か
ら
の
御
挨

拶
を
頂
き
地
区
毎
の
同
窓
会
の
様
子

を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
記
念
大
会
で
は
、
初
め
て
の

参
加
の
方
、
す
ご
く
久
し
振
り
の
方

が
み
え
ま
し
た
、
釜
口
康
昭
さ
ん

（
高
九
）
、
三
原
富
枝
さ
ん
（
高
十
）
、

岡
村
孝
子
さ
ん
（
高
十
四
）
、
下
世

稔
子
さ
ん
（
高
十
四
）
、
江
崎
孝
行

さ
ん
（
高
二
十
一
）
、
石
田
益
枝
さ

ん
（
高
二
十
八
）
、
中
村
和
博
さ
ん

（
高
二
十
八
）
、
玉
田
光
一
さ
ん

（
高
三
十
三
）
の
八
名
で
す
。
同
伴

者
や
運
転
手
の
都
合
を
つ
け
た
り
、

仕
事
を
う
ま
く
や
り
く
り
し
た
り
し

て
な
ん
と
か
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。

今
年
の
「
最
古
参
」
の
同
窓
生
は
、

坂
本
忠
男
さ
ん
（
併
設
一
）
で
す
。

昭
和
二
十
二
年
、
学
制
改
革
の
特
別

措
置
と
し
て
、
本
渡
高
等
女
学
校
と

と
も
に
併
設
中
学
校
を
設
置
し
、
旧

制
中
学
校
の
二
年
生
を
収
容
し
ま
し

た
の
で
（
中
三
十
六
）
相
当
で
し
ょ

う
か
。
総
会
の
後
、
玉
田
さ
ん
の
送

別
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
ま
で
参
加
し
て
頂

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
最
若
手
」
は
、
松
崎
一
輝
さ
ん

（
高
四
十
一
）
で
す
。
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
で
し
ら
れ
た
都
呂
々
中
出
身
で
、

現
在
も
多
方
面
で
活
躍
中
で
す
。
平

成
元
年
の
卒
業
に
な
り
ま
す
の
で
、

四
十
年
離
れ
た
先
輩
後
輩
に
な
り
ま

す
。
只
、
卒
業
生
が
中
京
地
区
に
来

て
支
部
会
員
に
な
れ
ば
三
十
五
年
離

れ
た
先
輩
後
輩
の
関
係
が
で
き
ま
す

の
で
、
松
崎
さ
ん
は
「
中
堅
」
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
は
楽
し
み
で
す
。

さ
て
来
年
で
す
が
、
総
会
懇
親
会
の

日
程
を
一
週
間
前
倒
し
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
毎
年
倉
岳
校
の
マ
リ
ン
フ
ェ

ス
タ
と
重
な
る
た
め
「
是
非
、
本
物

の
校
長
先
生
の
声
を
聴
き
た
い
」
と

い
う
要
望
か
ら
で
す
。
ま
た
、
み
な

さ
ん
と
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
。

２
０
２
３
年
４
月
～
２
０
２
３
年
11
月

ま
で
の
中
京
支
部
の
活
動
状
況
に
つ
い

て
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

①
会
報
27
号
発
行
・
送
付(

5
月
15
日)

会
報
の
発
送
に
つ
い
て
は
、
名
古
屋
市

政
資
料
館
に
て
、
役
員
の
皆
様
に
封
入
・

発
送
作
業
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

②
創
立
40
周
年
記
念
総
会
開
催
（
6

月
16
日

於
：
ル
ブ
ラ
王
山
）
）

③
あ
ま
た
か
関
西
総
会
・
懇
親
会
参

加(

7
月
2
日
）
会
長
参
加

④
関
東
あ
ま
た
か
会
総
会
・
懇
親
会

参
加
（
10
月
22
日
）
会
長
参
加

⑤
天
草
高
校
同
窓
会
「
図
南
会
」
大

同
窓
会
（
11
月
12
日
）
会
長
参
加

⑥
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
用

最
新
の
活
動
状
況
や
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
を

随
時
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
表
紙
の
QR

コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
、
3
地
区
交
流
会
に
は
、
過
去

3
回
開
催
し
ま
し
た
が
、
本
来
の
交

流
目
的
は
達
成
し
た
と
し
て
、
諸
般

の
事
情
か
ら
、
対
面
で
の
開
催
は
中

止
し
て
、
今
後
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

（
ラ
イ
ン
）
で
引
き
続
き
開
催
し
、

情
報
交
換
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

・
12
月

会
報
誌
第
28
号
発
行

・
2
月
29
日
（
木
）

天
草
高
校
同
窓
会

入
会
式
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会
長
挨
拶

中
京
支
部
会
長

福
田
和
幸(

高
28
）

会
務
報
告

四
十
周
年
あ
り
が
と
う

玉田元康さんの熱唱

最古参坂本忠男さん
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天草高校同窓会中京支部総会40周年記念大会

2023年6月18日(日）11:00～ルブラ王山にて、創立４０周年記念総会・懇親会を開催しました。会員３０名、来賓・

会友の皆様１０名の総数４０名で開催され、ボニージャックスのリーダーで同窓生の玉田元康さん（高５回生）を

ゲストに迎え、４０周年を祝う歌を披露していただきました。来賓の皆様も、同窓会本部から池田正三郎副会長

（高２１）、天草高校教頭の古閑博昭先生、関東あまたか会の山中麗子会長（高２１）、あまたか関西の本島 昭

男副会長（高１５）の多くの皆様にご多忙の中参加いただき、４０周年のお祝いのお言葉をいただきました。祝賀

イベントも、玉田さんの歌のほかに、吉田和美さん（高１７）のギターとピアノの演奏やみんなで「天草小唄」な

どの合唱もあり、心に残る楽しい４０周年記念大会となりました。総会運営も役員の皆さんが本気で、皆さんで役

割分担して、一生懸命取り組んでいただきました。参加者からも、「楽しかった。来年も参加したい」という声が

多く届いています。運営にご尽力いただきました皆様ありがとうございました。 当日の式次第は下記

を参照下さい。当日の模様の動画を右のＱＲコードからご覧ください。当日の準備から、総会・懇親

会の内容を表わしたドキュメントになっておりますので、ご覧ください。
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①野崎さん(９回)：とても楽
しかった～。もし二次会がある
様でしたらホテルを予約するつ
もりだった～。

②釜口さん(９回)：とても楽し
かった～。来年も元気だったら行
きたい～・・

③下世さん(14回)：永らく参
加していなく、久しぶりに参加しま
した。参加に戸惑いが有ったのですが、
会場に行って何十年ぶりに同級生に

再会し、とても嬉しかった～
本当に参加して良かっ
た。

④田中さん(23回)：今
年はとても楽しかった。出席し
て良かった～。金子さんから私
の叔母の写真を頂いて・・
嬉しくて涙がでた・・❣又、ギター、
ピアノ、歌とか聴いてて涙

が出ました・・～

⑤原田良子さん(26回)：
（照明さんの奥さん）昔は同窓会
に出ていました・・・。もし、横山
さんの誘いがなかったら参加しな
かった～と思う。参加して良

かった～楽しかった～。

⑥三原さん(10回)：
いつも車で移動するから、電

車の乗り換えに自身がなく・・・
さんと（同伴者）と一緒に行った
けど、よく分からなくて豊田市か
ら三回も乗り換えてやっと着い
た・・。もう少し分かり易

いと良いと思う。

⑦森下さん(夜15回)：ま
だ参加した事ないけど、も
し豊田で天高の集まりがあ
れば是非参加させていただ
きます～

総
会
参
加
の
皆
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ



宮
嵜
寛
さ
ん
（
天
中
31
回
卒
）
が
10

月
16
日
に
、
満
百
歳(

百
寿)

を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
宮
嵜
さ
ん
は
、
大
正
12
年
10

月
16
日
、
鬼
池
で
生
ま
れ
、
自
転
車

で
天
草
中
学
に
通
わ
れ
、
卒
業
さ
れ

ま
し
た
。
高
校
時
代
は
、
柔
道
部
に

所
属
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の

後
、
東
京
の
中
央
大
学
法
学
部
へ
進

み
、
途
中
、
学
徒
動
員
さ
れ
、
海
軍

に
従
軍
さ
れ
、
そ
の
後
、
復
学
し
、

卒
業
後
、
電
通
に
就
職
さ
れ
、
昭
和

29
年
1
月
に
、
愛
知
県
に
転
勤
と
な

り
、
そ
の
後
、
定
年
と
な
り
、
現
在

も
名
古
屋
市
在
住
で
す
。
先
日
、
岸

田
内
閣
総
理
大
臣
よ
り
百
歳
お
祝
い

の
表
彰
状
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
間
、
中
京
支
部
の
会
員
と
し
て
、

毎
年
総
会
・
懇
親
会
に
も
参
加
い
た

だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
事
務
局
で
は
、

先
日
、
宮
崎
さ
ん
と
親
交
の
あ
る
同

窓
会
の
野
崎
嗣
政
さ
ん(

高
９
）
に
、

宮
嵜
さ
ん
が
現
在
入
居
中
の
施
設
に

ご
家
族
が
訪
問
さ
れ
る
際
に
同
行
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
取
材
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
（
上
の
写
真
）

コ
ロ
ナ
禍
前
の
中
京
支
部
の
総
会
で
、

宮
嵜
さ
ん
が
、
特
攻
隊
の
仲
間
の
お

話
を
涙
を
浮
か
べ
て
、
お
話
い
た
だ

き
、
感
動
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

し
た
。
下
記
の
写
真
は
、
天
草
文
化

協
会
長
を
長
年
務
め
ら
れ
、
今
年
１

０
２
歳
で
亡
く
な
ら
れ
た
「
堀
田
善

久
」
さ
ん
と
、
中

京
支
部
総
会
で
参

加
さ
れ
た
時
の
写

真
で
す
。
左
の
写

真
は
、
「
牛
深
ハ

イ
ヤ
節
」
を
踊
ら

れ
る
宮
崎
さ
ん
で

す
。
今
後
も
お
元

気
で
お
過
ご
し
く

だ
さ
る
こ
と
を
祈

念
い
た
し
ま
す
。
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祝！！宮嵜寛さん１００歳
＜宮嵜寛さん略歴＞

1.大正12年(1923年）10月16日

誕生（現天草市五和町鬼池）

2.昭和15年(1940年）3月

旧制中学（天草高校）卒業

＜戦時色が強まる中学時代＞

中学生男子は武道教科が必須で、

「剣道」か「柔道」かｒのどちらかを

選択した。宮崎氏は柔道を。

3.昭和15年(1940年）上京・進学

＜進学・上京・学徒動員へ＞

学徒動員された宮崎氏は、スポーツマ

ンで体格がよかったので、海軍に配属

され、航空隊に編入を命ぜられた。広

島で 勤務、訓練中、中学時代の柔道

部先輩に偶然面会する機会があったら

しい。先輩は、北海道から鹿児島に向

う途中で小型機で単独飛行で、燃料補

給で立ち寄られたらしい。わずかな懐

旧のひとときを終え、先輩は鹿児島へ

飛び立っていかれた。最後のお別れと

なった。（同窓会での宮崎氏のスピー

チ。皆、涙で聞きました。）

4.昭和20年8月 ＜終戦＞

6.昭和25年(1950年）電通（本社、東

京）入社

5.昭和29年(1954年）電通中部支社の

創設で名古屋に転勤。＊戦後の経済発

展、民放の創生、国際化の拡大等の中

核を担って活躍され、健康に定年を迎

えられています。

＜野崎さんに作成いただきました。＞

総会でハイヤ踊りを踊る宮嵜さん 今年102歳で逝去された堀田善久さんと

左から、奥様、次男、宮嵜寛さん（本人）、野崎さん、事務局（小山）



令
和
四
年
十
一
月
二
十
八
日
か
ら

三
十
日
ま
で
の
三
日
間
、
私
は
豊
田

市
鈴
木
正
三
顕
彰
会
の
皆
さ
ん
と
天

草
を
訪
ね
ま
し
た
。

そ
の
研
修
旅
行
の
第
二
日
目
に
つ
い

て
述
べ
ま
す
。

天
草
市
栄
町
に
あ
る
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

を
朝
八
時
半
に
出
発
し
、
本
町
新
休

に
所
在
す
る
東
向
寺
様
を
拝
登
し
ま

し
た
。

天
草
島
原
一
揆
終
結
後
、
十
年
を
経

た
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
に
東
向

寺
の
建
立
が
始
ま
り
、
翌
年
竣
工
し

ま
し
た
。
天
草
四
ヶ
本
寺
の
筆
頭
と

し
て
の
地
位
と
寺
領
高
五
十
石
を
幕

府
か
ら
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

当
時
、
新
し
く
寺
を
建
て
る
こ
と
も

寺
領
を
拝
す
る
こ
と
も
異
例
で
し
た
。

そ
も
そ
も
江
戸
幕
府
成
立
以
前
の
織

豊
時
代
に
お
い
て
統
治
者
は
武
力
集

団
化
し
た
大
寺
院
の
勢
力
に
手
を
焼

い
て
い
ま
し
た
。

徳
川
家
康
に
も
苦
い
経
験
が
あ
り
ま

し
た
。

永
禄
六
年
（
一
五
六

三
）
に
勃
発
し
た
三

河
一
向
一
揆
は
家
康

を
窮
地
に
追
い
込
み

ま
し
た
。
不
入
特
権
を
主
張
す
る
三

河
の
本
證
寺
・
上
宮
寺
・
勝
鬘
寺
と
、

教
団
の
利
権
を
解
体
し
て
三
河
国
統

一
を
目
指
す
家
康
が
対
立
し
、
一
揆

に
な
り
ま
し
た
。

翌
年
、
家
康
は
一
揆
勢
と
の
和
議
に

成
功
し
、
一
揆
勢
を
解
体
し
ま
し
た

が
、
家
康
は
宗
教
集
団
の
恐
ろ
し
さ

を
知
り
ま
し
た
。

江
戸
幕
府
成
立
後
、
本
末
制
度
・
檀

家
制
度
な
ど
に
よ
り
仏
教
統
制
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
新
た

に
寺
院
を
建
立
す
る
こ
と
を
厳
禁
し

ま
し
た
。

寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
「
公
府
有

禁
制
創
新
寺
之
令
」
を
出
し
、
幕
府

は
新
寺
建
立
禁
止
政
策
を
徹
底
さ
せ

ま
し
た
。

東
向
寺
建
立
は
、
そ
の
よ
う
な
時
代

背
景
の
も
と
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

三
河
出
身
の
鈴
木
重
成
代
官
が
幕
府

に
掛
け
合
い
、
新
寺
建
立
と
い
う
例

外
措
置
を
勝
ち
取
っ
た
の
で
す
。
そ

れ
も
一
ヶ
寺
や
二
ヶ
寺
の
話
で
は
な

く
計
二
十
ヶ
寺
を
次
々
に
再
建
あ
る

い
は
創
建
し
ま
し
た
。

新
寺
建
立
が
何
故
、
天
草
の
人
々
の

た
め
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

一
揆
後
の
天
草
は
農
民
の
激
減
で
耕

作
放
棄
地
ば
か
り
で
し
た
。
放
棄
さ

れ
た
田
畑
を
耕
す
た
め
に
熊
本
や
鹿

児
島
か
ら
農
民
を
移
し
、
年
貢
を
免

除
し
、
家
ま
で
提
供
し
た
そ
う
で
す
。

そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
少
し
で
も
生
活

を
安
定
さ
せ
る
た
め
、
幕
府
に
捻
出

さ
せ
た
新
寺
建
立
な
ら
び
に
維
持
の

資
金
を
建
築
労
働
の
対
価
と
し
て
農

民
に
与
え
ま
し
た
。
現
代
社
会
で
い

う
失
業
対
策
事
業
に
当
た
る
と
私
は

思
っ
て
い
ま
す
。

新
寺
に
は
立
派
な
僧
が
開
山
に
招
か

れ
ま
し
た
。
左
の
写
真
は
東
向
寺
の

開
山
・
中
華
珪
法
禅
師
で

連
載
②
で
紹
介
し
ま
し
た
明
徳
寺
の

双
聯
を
覚
え
て
お
い
で
で
す
か
。

「
祖
門
の
英
師
、
清
規
を
行
じ
」
と

称
え
ら
れ
た
英
師
が
こ
の
中
華
珪
法

禅
師
で
す
。

各
地
か
ら
立
派
な
僧
を
招
聘
し
た
の

は
、
鈴
木
重
成
代
官
の
実
兄
、
鈴
木

正
三
和
尚
で
し
た
。

※

今
回
、
東
向
寺
様
拝
登
の
時
、
住
職

岡
部
守
信
方
丈
様
は
不
在
で
し
た
。

よ
っ
て
失
礼
を
顧
み
ず
開
山
堂
に
入

り
中
華
珪
法
禅
師
の
写
真
を
撮
り
ま

し
た
。

そ
の
際
、
先
住
東
向
三
十
世
岡
部
大

雲
禅
龍
老
師
の
写
真
と
位
牌
に
気
が

つ
き
、
お
参
り
し
ま
し
た
。

東
向
寺
様
を
訪
ね
た
の
は
今
回
で
二

回
目
で
す
。
先
回
は
平
成
四
年
二
月

の
こ
と
で
し
た
。
今
か
ら
三
十
一
年

前
で
す
。

岡
部
禅
龍
老
師
が
私
の
法
曾
祖
父
、

沢
木
興
道
老
師
と
誼
を
結
ん
で
お
ら

れ
た
ご
縁
で
、
親
し
く
東
向
寺
の
歴

史
を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

話
の
途
中
、
接
客
を
担
当
す
る
人
が

禅
龍
老
師
を
呼
び
に
き
ま
し
た
。

「
御
前
様
」
と
声
を
か
け
ま
し
た
。

創
建
時
、
東
向
寺
住
職
は
単
独
で

徳
川
将
軍
に
お
目
見
え
で
き
る
特
権

が
与
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
今
に
至

る
ま
で
そ
の
威
光
は
絶
大
で
あ
る
こ

と
を
感
じ
ま
し
た
。

私
は
三
河
の
山
寺
の
住
職
で
す
。
こ

の
地
方
で
は
「
和
尚
さ
ん
」
を
「
お
っ

さ
ま
」
と
呼
び
ま
す
。
私
に
対
し
て

は
も
っ
と
崩
し
て
「
お
っ
さ
ん
」
と

親
し
み
を
込
め
て
呼
び
か
け
て
く
れ

ま
す
。

平
勝
寺
の
本
寺
で
あ
る
足
助
香
積
寺

の
住
職
に
は
「
方
丈
様
」
と
呼
び
か

け
ま
す
。
「
御
前
様
」
と
呼
び
か
け

ら
れ
る
の
は
多
分
、
愛
知
県
内
で
は

豊
川
妙
厳
寺
様
の
み
だ
と
思
い
ま
す
。

※
天
草
と
中
京
地
区
を
結
ぶ
人
物
と
し

て
は
、
東
向
十
三
世
・
瑞
岡
珍
牛
大

和
尚
、
十
五
世
・
上
藍
天
中
大
和
尚

が
い
ま
す
。

東
向
寺
に
あ
る
右
図
の
衝
立
に
は
尾

張
瀬
戸
の
陶
工
・
加
藤
民
吉
と
十
五

世
上
藍
天
中
大
和
尚
が
出
会
っ
た
場

面
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

住
職
を
し
た
順
序
で
言
え
ば
瑞
岡
珍

牛
大
和
尚
が
先
で
す
か
ら
、
次
回
は

珍
牛
大
和
尚
に
つ
い
て
書
き
ま
す
。

以
下
は
予
告
編
で
す
。

珍
牛
さ
ん
は
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）

正
月
六
日
に
肥
後
国
天
草
郡
河
内
村

（
現
在
、
天
草
市
本
町
下
河
内
）
の

佐
藤
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
佐
藤
家

七
代
茂
兵
衛
の
三
男
で
し
た
。

珍
牛
さ
ん
は
八
歳
で
東
向
寺
九
世
霊

泉
恵
照
大
和
尚
の
も
と
で
剃
髪
し
お

坊
さ
ん
に
な
り
ま
し
た
。

珍
牛
さ
ん
に
は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯

で
天
草
と
中
京
地
区
の
つ
な
が
り
が

で
き
た
の
で
し
ょ
う
。

次
回
に
書
き
ま
す
。

（
つ
づ
く
）
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新
連
載
「天
草
と
豊
田
の
つ
な
が
り
」③

平
勝
寺
（
曹
洞
宗
）
住
職

佐
藤
一
道



ワ
イ
ン
会
も
幕
が
下
り
、
名
残
惜

し
い
が
皆
さ
ん
と
お
別
れ
し
、
宿
に

帰
ら
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
会
の
役
員

さ
ん
が
手
配
し
て
下
さ
っ
た
代
行
で

「
松
屋
旅
館
」
に
向
か
っ
た
（
代
金
：

千
円(

◎_

◎;)

に
も
ビ
ッ
ク
リ
）
。

何
故
「
松
屋
旅
館
」
？
つ
い
で
だ
か

ら
60
数
年
前
の
事
を
掘
り
起
こ
し
て

み
た
い
と
思
う
。
私
達
母
子
は
昭
和

28
年
に
中
国
か
ら
引
揚
て
新
和
の
小

宮
地
の
母
の
実
家
に
落
ち
着
い
た
。

日
常
会
話
す
ら
出
来
な
い
私
は
、
学

力
に
追
い
つ
く
為
の
日
本
語
の
習
得

も
し
な
け
れ
ば
な
ら
い
。
母
は
暫
く

小
宮
地
の
役
場
の
臨
時
職
員
で
働
い

て
い
た
が
、
肩
身
の
狭
い
母
は
遠
縁

に
あ
た
る
本
渡
の
松
屋
旅
館
の
帳
場

を
任
さ
れ
る
事
に
な
り
、
母
と
は
離

れ
離
れ
に
な
る
。
選
べ
る
立
場
で
は

な
い
。
私
は
小
宮
地
の
伯
父
の
家
に

そ
の
ま
ま
居
候
す
る
事
に
。
母
に
逢

う
に
は
授
業
参
観
に
来
て
も
ら
う
か
、

私
が
休
日
に
バ
ス
で
逢
い
に
行
く
。

寂
し
く
て
、
辛
く
て
や
り
き
れ
な
い

時
は
縁
側
に
出
て
月
を
な
が
め
た
。

14
歳
の
私
に
で
き
る
精
一
杯
の
・
・
・
。

母
も
こ
の
月
に
照
ら
さ
れ
て
い
る
の

だ
～
そ
っ
と
「
母
ち
ゃ
ん
」
～
と
。

当
時
の
新
和
か
ら
本
渡
は
果
て
し
な

く
遠
か
っ
た
。

引
揚
5
年
目
の
昭
和

34
年
に
天
高
に
合

格
し
た
。
～
と
同

時
に
私
は
母
の
い
る

松
屋
旅
館
に
移
り
、
天

高
の
三
年
間
お
世
話
に
な
っ
た
の
で

あ
っ
た
。
と
い
う
理
由
で
松
屋
旅
館

を
選
ん
だ
の
だ
っ
た
。
当
然
改
装
を

施
し
て
有
っ
た
も
の
の
、
と
て
も
と

て
も
懐
か
し
か
っ
た
。
オ
ー
ナ
ー
さ

ん
も
中
田
熊
太
郎
先
生
の
親
戚
の
方

が
引
き
継
い
で
お
ら
れ
た
。

我
々
も
旅
の
一
日
目
に
「
の
さ
っ

た
」
ワ
イ
ン
会
の
余
韻
と
心
地
良
い

疲
れ
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
早
々
と
床

に
つ
い
た
。
次
の
日
の
朝
４
人
で
大

広
間
の
朝
ご
は
ん
を
い
た
だ
い
た
の

だ
が
、
そ
の
食
材
の
豊
富
な
こ
と
っ

た
ら
・
・
・
仲
間
達
も
嬉
し
い
悲
鳴

を
あ
げ
て
喜
ん
だ
。
普
段
朝
食
を
摂

ら
な
い
私
に
は
、
何
か
ら
手
を
つ
け

た
ら
い
い
の
か
迷
っ
て
し
ま
う
・
・
・
。

次
の
日
の
領
収
書
見
た
ら
宿
割
使
っ

て
・
・
何
と
～
ひ
と
り
２
４
０
０
円

(

◎_

◎;)

。

前
日
か
ら
連
絡
を
と
っ
て
い
た
後
輩

（
数
年
前
名
古
屋
か
ら
天
草
に
帰
り

工
務
店
を
営
む
）
大
谷
夫
人
（
高
30

回
生
）
が
松
屋
旅
館
に
来
て
く
れ
、

全
員
に
お
土
産
を
持
っ
て
来
て
下
さ

り
、
短
い
時
間
で
は
あ
っ
た
が
、
暫

し
歓
談
し
、
記
念
写
真
を
・
・
・
。

松
屋
旅
館
に
別
れ
を
告
げ
銀
天
街
を

歩
き
、
の
さ
り
の
島
に
出
て
く
る
数
々

の
場
面
が
眼
の
前
に
・
・
・
色
ん
な

想
い
が
よ
ぎ
る
～
。
祗
園
橋
を
遠
目

に
み
て
、
二
江
へ
と
向
か
っ
た
。

崎
津
教
会
、
集
落
、
海
上
の
マ
リ
ア

像
を
め
ぐ
り
、
下
田
の
夕
陽
を
め
ざ

し
た
。
少
し
雲
が
か
か
っ
た
夕
陽
で

は
あ
っ
た
が
そ
れ
は
そ
れ
で
風
情
が

あ
り
、
仲
間
も
大
満
足
。
夜
は
民
宿

「
イ
ル
カ
館
」
に
て
鮑
、
塩
釜
焼
の

鯛
、
緋
扇
貝
な
ど
で
乾
杯
。
イ
ル
カ

館
を
選
ん
だ
の
は
、
豊
田
市
在
住
二

江
出
身
の
先
輩
三
原
さ
ん
（
高
10
回

生
）
の
従
妹
さ
ん
が
経
営
し
て
い
る

民
宿
を
紹
介
し
て
頂
い
た
の
だ
っ
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

三
日
目

朝
食
後
ワ
ク
ワ
ク
し
て
船
に
乗
る
が
・
・

イ
ル
カ
さ
ん
ご
機
嫌
悪
い
ら
し
い
？

船
が
進
ん
で
も
進
ん
で
も
現
れ
ず
、

や
が
て
放
送
が
入
り
・
・
舵
取
り
は

ど
う
や
ら
島
原
方
面
に
向
か
っ
て
い

る
様
だ
。
・
・
・
が
結
局
主
役
は
視

界
に
入
ら
ず
、
港
に
戻
る
（
か
な
り

ガ
ッ
カ
リ
）
。
気
を
取
り
直
し
、
車

で
案
山
子
の
里
へ
。
途
中
ち
ょ
っ
と

わ
が
ま
ま
を
き
い
て
貰
い
、
私
が
中

国
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
て
四
年
間
お

世
話
に
な
っ
た
新
和
小
宮
地
の
家
や
、

夫
の
実
家
に
も
立
ち
寄
る
。
そ
の
後

目
的
の
松
島
へ
。

途
中
母
が
晩
年
暮
ら
し
て
い
た
有
明

の
須
子
の
家
を
外
か
ら
眺
め
、
岬
亭

へ
・
・
と
。
途
中
休
憩
し
、
目
的
の

岬
亭
に
到
着
。
受
付
を
済
ま
せ
、
浴

衣
に
着
替
え
最
後
の
夜
を
堪
能
す
べ

く
・
・
乾
杯
を
。

ホ
ッ
と
し
て
翌
日
福
岡
空
港
に
行
く

迄
の
行
程
を
練
り
、
熊
本
城
が
候
補

に
上
が
っ
た
が
、
聞
く
と
な
ん
と
水

前
寺
に
行
っ
た
事
が
な
い
と
い
う
の

で
、
作
戦
を
練
り
直
す
・
・
そ
の
時

安
田
会
長
か
ら
の
着
信
。
「
岬
亭
の

フ
ロ
ン
ト
に
来
て
い
る
の
だ
け
ど
、

横
山
と
い
う
宿
泊
者
は
居
な
い
」
～

と
の
事
。
急
い
で
フ
ロ
ン
ト
に
行
き

我
々
の
酒
席
に
案
内
し
仲
間
と
再
会
。

（
宿
割
り
使
用
の
場
合
・
・
代
表
者

の
名
前
だ
け
登
録
・
・
ん
ん
～
納
得
）
。

安
田
さ
ん
に
イ
ル
カ
と
対
面
出
来
な

か
っ
た
無
念
の
想
い
を
伝
え
、
ま
た

の
機
会
に
来
ま
す
～
と
約
束
す
る
。

本
当
は
安
田
さ
ん
と
酒
を
酌
み
交
わ

し
た
か
っ
た
が
、
お
車
で
し
た
の
で
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～
～
の
さ
り
多
き
～
天
草
の
旅
～
～
～

「
の
さ
り
の
島
」
ロ
ケ
地
巡
り

（完
結
編
）

横
山
憲
子
（
高
13
卒
）



残
念
な
が
ら
叶
わ
ず
。
我
々
メ
ン
バ
ー

全
員
お
土
産
を
戴
き
、
お
気
遣
い
に

頭
が
下
が
る
。
本
当
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
み
ん
な
で
再
会
を
誓
い

～
お
別
れ
を
し
た
。
大
谷
さ
ん
に
し

て
も
安
田
さ
ん
に
し
て
も
、
わ
ざ
わ

ざ
ひ
と
り
ひ
と
り
に
お
土
産
を
届
け

て
く
だ
さ
る
の
っ
て
・
・
・
流
石
天

草
～❣四

日
目

最
終
日
：
朝
に
弱
い
私
、
朝
食
会
場

に
最
後
に
着
い
た
の
は
も
ち
ろ
ん
私
。

着
席
す
る
と
イ
ル
カ
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
着
信
に
気
が
付
く
。
～
？
？
誰
か

忘
れ
物
で
も
し
た
の
か
な
～
と
恐
る

恐
る
電
話
す
る
。
セ
ン
タ
ー
職
員
曰

く
「
今
、
イ
ル
カ
が
出
て
ま
す
よ
。

眼
の
前
に
い
ま
す
よ
、
今
ど
こ
で
す

か
？
」
～
と
。
私
は
天
草
島
内
の
距

離
感
が
全
く
分
か
ら
な
い
か
ら
「
も

う
松
島
迄
来
て
し
ま
っ
た
の
で
、
す

ご
く
残
念
だ
け
ど
無
理
で
す
ね
え
～
」

と
メ
ン
バ
ー
の
前
で
断
り
、
一
旦
電

話
を
き
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
メ
ン
バ
ー
の
中
西
店
長

曰
く
「
行
け
る
よ
。
熊
本
市
内
を
止

め
れ
ば
余
裕
だ
よ
」
と
。
そ
こ
で
イ

ル
カ
セ
ン
タ
ー
に
「
や
は
り
引
き
返

し
ま
す
～
」
と
電
話
を
し
、
こ
ん
な

「
の
さ
り
」
を
見
逃
す
も
の
か
と
ば

か
り
に
イ
ル
カ
セ
ン
タ
ー
へ
と
向
か

い
ま
し
た
。
乗
船
ま
で
時
間
が
有
っ

た
の
で
お
土
産
の
買
い
足
し
を
し
、

ワ
ク
ワ
ク
し
て
乗
船
。
何
分
後
だ
ろ

う
か
見
事
な
イ
ル
カ
の
群
れ
が
い
く

つ
も
現
れ
た
の
だ
っ
た
。
船
の
下
を

潜
っ
た
り
、
飛
び
跳
ね
た
り
・
・
シ
ョ

ウ
―
は
延
々
と
続
い
た
の
だ
っ
た
。

一
緒
に
行
っ
た
仲
間
も
大
満
足
。

「
の
さ
っ
た
ね
！
」
。
こ
う
し
て
私

達
の
旅
は
終
わ
り
、
福
岡
に
も
う
一

泊
す
る
谷
田
部
さ
ん
、
其
々
違
う
フ

ラ
イ
ト
で
、
札
幌
、
中
部
へ
と
分
散

搭
乗
し
た
。
私
は
安
藤
さ
ん
に
我
が

家
ま
で
送
っ
て
頂
い
た
の
で
と
て
も

助
か
っ
た
。
安
藤
さ
ん
～
本
当
に
有

難
う!!

程
な
く
し
て
、
天
草
信
用
金
庫
の
田

中
理
事
長
様
よ
り
中
西
支
店
長
に
お

礼
の
ハ
ガ
キ
が
届
い
た
と
の
事
～
、

グ
ル
ー
プ
ラ
イ
ン
に
て
は
が
き
が
紹

介
さ
れ
た
。
人
情
豊
な
島
、
の
さ
り

の
島
、
仲
間
か
ら
・
・
移
住
っ
て
い

う
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
～
。
そ

ん
な
宝
の
島
に
誇
り
を
感
じ
る
旅
で

し
た
。

ワ
イ
ン
会
で
出
会
っ
た
方
、
ミ
ツ
バ

チ
ラ
ジ
オ
の
方
々
、
宿
泊
さ
せ
て
頂

き
出
会
っ
た
全
て
の
方
々
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※

お
詫
び
と
訂
正
：
前
号
に
て

12
月
17
日
～
20
日
は
間
違
い
で
、
正

し
く
は
11
月
17
日
～
20
日
で
し
た
。

天
草
高
校
同
窓
会
中
京
支
部
で
も
応

援
し
て
日
本
各
地
で
上
映
さ
れ
ま
し

た
天
草
を
舞
台
に
し
た
映
画
「
の
さ

り
の
島
」
の
ブ
ル
ー
レ
イ
デ
ィ
ス
ク

が
９
月
23
日
（
土
）
に
発
売
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
映
画
の
本
編
の
他
に
、

メ
イ
キ
ン
グ
ビ
デ
オ
（
2
本
）
や
主

演
の
藤
原
季
節
さ
ん
の
イ
ン
ビ
ュ
ー

な
ど
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

購
入
（
５
，
２
８
０
円
）
は
左
記
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。

な
お
、
「
の

さ
り
の
島
」

の
山
本
起
也

監
督
よ
り
、

天
草
高
校
同

窓
会
中
京
支

部
あ
て
に
、
寄
付
金
（
一
万
円
）
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
配
慮
に
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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今
年
の
総
会
時
に
報
告
さ

れ
た
物
故
者
の
皆
様
で
す
。

改
め
て
ご
報
告
し
ま
す
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。
（
一
部
は
、

既
に
会
報
等
で
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
方
も
含
み

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
）

深
見

寿
子
さ
ん(

高
女
21)

大
谷
ユ
リ
子
さ
ん(

高
女
30)

倉
田

明
彦
さ
ん(

中
36)

金
子

泰
孝
さ
ん(

高
1
）

中
村

五
男
さ
ん(

高
1)

宮
崎

美
達
さ
ん(

高
1)

宮
崎

洋
伸
さ
ん(

高
3)

橋
口

高
義
さ
ん(

高
5)

新
納

信
道
さ
ん(

高
6)

中
西

真
人
さ
ん(

高
6)

白
木

マ
ユ
ミ
さ
ん(

高
12)

＜お知らせ＞

「のさりの島ロケ地め

ぐり」の前編は、会報2

7号に掲載されています。

ホームページに、会報

のバックナンバーを掲

載中ですので、

ご覧ください。

映
画
「
の
さ
り
の
島
」

ブ
ル
ー
レ
イ
・
デ
ィ
ス
ク
発
売
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・「仮称)船頭崎川の洗い越し」及び石積の破損 文責：福田 和幸

洗い越し(あらいごし) とは、道の上を川が流れるようにして

あるものをいう。また、森からの沢水を山側から谷側に流す
ために林道を横切るように作られた排水溝の機能を持たせた
構造で、道の流水による侵食や崩壊を防ぐ目的がある。橋を

作れない理由として、コストや建築技術的な問題等が挙げら
れる。

令和2年7月豪雨(熊本豪雨)において、天草市二浦町亀浦下

の船頭崎川の洗い越しの破損が発生した。大まかな被害は (1)
左岸取付林道の石積崩壊(H5m)及び基部の孕み(2)洗い越し袖

部の小崩壊(H1m)、裏込め材の流出(3)洗い越し上流の右岸斜面崩壊(H2m)(4)崩壊石積の下流側堰
堤堆積 でした。
洗い越し部は、手で掴める10cmのサイコロ状石材を切込接ぎに（インターロッキングブロック）

に叩き込んであります。明治期後半～昭和初期に築造された林道のようで、砂岩から成る石材は
多少摩耗していますが頑丈です。多分、次の豪雨で消失するであろう「小さな土木遺産」です。
砂岩の比重を2.7とすると１個当たり2.7Kgですので、石切り場で加工して10個ぐらいをモッコに

まとめ、200ｍの山道をかろうて登り、現地組み立てしたと考えられます。裏込めはφ5～20cmの
玉石砂利を現地調達しています。水通しの緻密さから肥後石工の技術力がうかがえます。

(1)全高崩壊H5m・裏込め流出及び基部の孕み

写真左下は水抜き穴、露岩への直接基礎

(2)洗い越し側面袖部

崩壊H1m・裏込め流出・隅石とアーチ部残る

・船頭崎川：熊本県土砂災害情報マップから抜粋 ・亀浦村春道部落の砂岩石切り場

http://sabo.kiken.pref.kumamoto.jp/website/sabo/kuiki/



NO 氏名 卒回 NO 氏名 卒回 NO 氏名 卒回 NO 氏名 卒回

1 川崎　伸明 中35 20 鈴谷　政哉 高15 39 益田　滋 高21 58 渡辺　瞬子 高29

2 坂本　忠男 併1 21 河辺　キヨカ 高15 40 江崎　孝行 高21 59 宮崎　和仁 高29

3 萩原　勲 高1 22 森下　誠 高15 41 平本　隆二 高22 60 藤本　朝子 高29

4 金澤　嘉子 高7 23 田口　早苗 高15 42 岡田　義昭 高22 61 大谷　千賀子 高30

5 松下　良悟 高9 24 加藤　邦子 高15 43 安東　ヒデミ 高22 62 宮崎　紋 高32

6 荒木　誠喜 高9 25 向　　亮一 高15 44 本山　弘泰 高23 63 山田　順子 高33

7 野崎　嗣政 高9 26 松田　信孝 高16 45 田中　美智子 高23 64 福田　陽子 高33

8 釜口　康昭 高9 27 稲田　正子 高16 46 亀川　隆 高24 65 玉田　光一 高33

9 三原　富枝 高10 28 中原　一郎 高16 47 松田　美智子 高24 66 金子　洋子 高33

10 宮崎　逸子 高11 29 大塚　學 高16 48 近藤　紀代 高25 67 松崎　一輝 高41

11 原田　登 高12 30 鶴見　リヲ 高17 49 大谷　寛 高25 68 中村　ミツエ 定12

12 橋本　浩二 高12 31 伴野　ツヨミ 高17 50 杉浦　隆子 高25 69

13 平方　良介 高12 32 吉田　和美 高17 51 佐古　恵子 高26 70

14 松本　明彦 高12 33 伊藤　兼行 高18 52 原田　良子 高26 71

15 野崎　政登 高13 34 原田　洋俊 高19 53 小山　康志 高26 72

16 横山　憲子 高13 35 下田　久 高19 54 久野　佐代子 高28 73

17 北野　忠夫 高14 36 田城　正廣 高21 55 石田　益枝 高28

18 岡村　孝子 高14 37 三屋　紀代美 高21 56 中村　和博 高28

19 下世　稔子 高14 38 錦戸　ルミ子 高21 57 福田　和幸 高28

NO 氏名 卒回 NO 氏名 卒回 NO 氏名 卒回 NO 氏名 卒回

1 故・橋口高義 高5 2 松下　良悟 高9 3 松田　信孝 高16 4 山本　起也監督

総計　68名
(昨年度73名）
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＜会費未納の方＞

同封の振込用紙にて

ご協力を御願いいたします。

会費については、中京支部運

営のために有効に活用させて

いただきます。



天
草
高
校
科
学
部
の
ホ
タ
ル
班
は
、

3
月
末
に
行
わ
れ
た
「
つ
く
ばSc

ie

n
c
e

E
d
g
e

２
０
２
３
」
で
、
全
国

195
件
の
エ
ン
ト
リ
ー
中
、
2
位
に
相

当
す
る
「
創
意
指
向
賞
」
を
受
賞
し
、

7
月
29
日(

土)

・
30
日(

日)

に
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
の
ナ
ン
ヤ
ン
工
科
大
学
で

行
わ
れ
た
「G

l
o
b
a
l

L
i
n
k

」
世
界

大
会
に
、
日
本
代
表
と
し
て
参
加
し

ま
し
た
。

ホ
タ
ル
班
の
2
人
は
、
天
草
・
河
浦

地
域
の
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
発
光
周
期

の
計
測
や
、
発
光
周
期
と
気
温
や
月

明
り
等
と
の
関
連
調
査
を
行
い
、
膨

大
な
デ
ー
タ
処
理
を
と
お
し
て
、
天

草
・
河
浦
地
域
の
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
は

九
州
で
も
希
少
な3

秒
型
の
発
光
周

期
を
持
つ
こ
と
や
、
発
光
周
期
が
、

気
温
や
明
る
さ
等
の
環
境
に
左
右
さ

れ
る
こ
と
を
見
い
だ
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
は
、
環
境
の
悪
影
響
か
ら
ホ
タ

ル
を
守
る
保
護
施
設
の
創
造
に
ま
で

研
究
を
広
げ
ま
し
た
。

天
草
高
校
の
世
界
大
会
出
場
は
、
2019

年
に
次
ぐ
2
回
目
の
快
挙
と
な
り
ま

し
た
。
天
草
高
校
は
、
文
部
科
学
省

「
ス
ー
パ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
」
の
指
定
を

受
け
て
い
る
学
校
で
、
「
サ
イ
エ
ン

ス
の
宝
島

天
草
か
ら
世
界
へ
」
を

合
い
言
葉
に
、
「
天
草
探
究
プ
ロ
セ

ス
」
と
い
う
独
自
の
探
究
活
動
を
全

て
の
授
業
や
教
育
活
動
で
展
開
し
て

い
ま
す
。

科
学
部
の
世
界
大
会
出
場
に
あ
た

り
、
中
京
支
部
で
も
、
総
会
・
懇
親

会
の
会
場
に
て
、
参
加
者
に
寄
付
金

を
御
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
総
額
6
万

円
も
の
寄
付
金
を
賛
助
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
寄
付
金

は
、
同
窓
会
本
部
を
通
じ
て
、
天
草

高
校
に
進
呈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
初
に
今
号
の
発
行
が
予
定

よ
り
、
1
か
月
近
く
遅
く
な

り
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
し
て
も
、

編
集
担
当
者
に
癌
の
疑
い
が

出
て
、
生
研
等
の
た
め
、
通

院
検
査
す
る
事
態
に
な
り
ま

し
た
。
結
果
的
に
は
、
癌
で
な

く
安
心
し
ま
し
た
。

日
本
人
の
4
大
死
因
は
、

1
位
：
悪
性
新
生
物

2
位
：
心
疾
患

3
位
：
老
衰

4
位
：
脳
血
管
疾
患

で
、
ガ
ン
は
1
位
と
な
っ
て

い
ま
す
。

皆
様
も
、
十
分
気
を
つ
け
て

下
さ
い
。

今
回
の
記
事
で
、
宮
嵜
寛
さ

ん
の
記
事
で
は
発
行
遅
延
に

よ
り
、
宮
嵜
様
及
び
、
ご
紹

介
い
た
だ
き
ま
し
た
野
崎
様

に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
し
た
。
改
め
て
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

が
落
ち
つ
い
て
も
、
世
界
で

は
、
各
地
で
戦
争
や
紛
争
が

起
こ
っ
て
お
り
ま
す
。
２
０

２
４
年
こ
そ
は
、
平
穏
な
世

の
中
が
到
来
す
る
こ
と
を
祈

念
い
た
し
ま
す
。
皆
様
も
、

お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。
（
小
山
康
志
記
）
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天
草
高
校
の
話
題

編
集
後
記

科
学
部
世
界
大
会
出
場

会
報
編
集
部
で
は
、
会
員
の
皆

様
に
た
め
に
な
る
、
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
「
会
報
誌
」
を
作
成
し
、

お
届
け
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
会
員
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
向
上
を

目
指
し
、
会
員
の
皆
様
か
ら
の
寄

稿
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
「
コ

ロ
ナ
禍
で
の
生
活
で
想
う
こ
と
」

「
天
草
へ
の
想
い
」
「
私
の
好
き

な
こ
と
」
「
私
の
趣
味
・
習
い
事
」

「
天
草
な
ど
の
写
真
」
「
皆
さ
ん

に
伝
え
た
い
こ
と
」
な
ど
な
ん
で

も
構
い
ま
せ
ん
の
で
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
寄
稿
い
た
だ
け
る
方

は
、
同
封
の
返
信
ハ
ガ
キ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
欄
あ
る
い
は
事
務
局
の
メ
ー

ル
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

会
報
誌
寄
稿
の
御
願
い

寄
付
金
贈
呈


